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発  行
山内自治振興会

情緒豊かな四季彩の郷やまうち情報紙

　青葉若葉の候、お元気でお過ごしでしょうか。
　日頃は、山内自治振興会活動に格別のご理解、ご協力を賜
り心よりお礼申し上げます。
　誰もが大きな期待を寄せていた「令和時代」を迎え、2年目
にして世界中を恐怖の渦に巻き込んだ新型コロナウイルスの
感染拡大。個々の生活や行動等を規制されるような事態は初
体験であり、平和な暮らしを過ごしてきた多くの人には、強
いストレスとなって蓄積されてきているものと推察します。
しかし、今だからこそ、この新型コロナを教訓として捉え、
近い将来に発生が予測されている東南海地震や南海地震な
ど、思いも寄らない非常事態に備え、「自助・共助・公助」の
連携を持って大切な一人ひとりの命を守るため、危機管理の
重要性を今一度見つめ直し、まずは自分で自分の身を守る対
策や、いざという時の自分の行動等についてしっかりと考え
整理しておくなど、みんなで自意識を高めましょう。
　いつ終息するのか見通しの立たない状況の中、自治振興会
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⑴第1号議案　令和元年度山内自治振興会事業報告

について
⑵第2号議案　令和元年度山内自治振興会一般会計

歳入歳出決算報告について
⑶第3号議案　令和元年度山内自治振興会地域活動

促進特別会計歳入歳出決算報告について
⑷第4号議案　第4次山内自治振興会地域振興計画
（案）について

⑸第5号議案　令和2年度山内自治振興会事業計画
（案）について

⑹第6号議案　
令和2年度山
内自治振興
会一般会計
歳入歳出予
算（案）につ
いて

⑺第7号議案
　令和2年度山

内自治振興
会地域活動
促進特別会
計歳入歳出
予算（案）に
ついて

　令和2年
4 月 1 6 日

（木）山内公
民館におい
て、区長、各
区選出委員
及び各種団
体の代表者
等で構成す
る山内自治

振興会運営委員会全体会議を開催し、27名の出席者のもと4月23日
（木）予定の令和2年度定期総会に向けて議案を協議いただき、7つの議
案が承認されました。
　また、新型コロナウイルス感染拡大対策の一環として、50人以上の
集会となる場合には、公民館などの公共施設の貸館が許可されなくな
ったことを受け、定期総会（集会）に代え、書面議決（議決権行使書）によ
り代議員皆様の賛否を確認することが了承されました。
　これらの経緯を踏まえ、令和2年度定期総会予定日の23日（木）を期限
として、各区代表の代議員46名の方々に書面議決の依頼文書、定期総
会資料並びに議決権行使書を送付し、41名の方々から郵送と直送で返
信がありました。
　その結果、未返信もあり100％合意には至りませんでしたが、概ね9
割の代議員の皆様よりご賛同をいただき、令和2年度の活動をスター
トさせる準備が整いました。

としては、令和2年度活動開始のスタート地点に立つことが
出来ましたが、本年度事業がいつから本格的に取り組めるよ
うになるのか不安も感じています。しかしながら、できる事
は粛々と準備を進めるとともに世の中の動向を常に注視し、
学区民の皆様の命と暮らしを第一優先に考え、安全対策にも
十分配慮できていることを見定めたうえで、できる限り令和
2年度事業計画に基づき取り組みを進めてまいりたいと考え
ています。
　結びとして、今、私たちの周囲を見渡すと目に映るものは、
豊かな自然の中に散在する荒廃地や空き家などの景観です。
いずれも一人ひとりの財産であり、山内の宝の一つとして、
それぞれに引き継がれて来られたものです。今に生きる者の
責任として、山内の魅力を孫末代まで自信を持って伝えられ
るように、他人事ではなく、一人ひとりができる範囲で、で
きる事を行動に移すことが大切です。山内の全員が小さなこ
とから、少しずつでも行動に移せば、地域は絶対良くなり、
そこから楽しさや生きがいが芽生えると信じています。これ
が、私のめざす山内自治振興会のあるべき姿です。皆さん、
家庭で、地域で、そして山内で、ともに頑張りましょう。

運営委員全体会議の開催運営委員全体会議の開催

山内自治振興会　会長
　　岡　田　治　美

ご 挨 拶



2

第１号議案 平成31年・令和元年度 事業報告

部 事業名 事業実施内容

事

業

交

付

金

委

員

会

防 犯 灯 整 備 事 業

各区防犯灯の新設、更新・修繕への助成
　新設（1区）：黒滝〔10,300円〕
　更新・修繕（8区）：上の平、中之組、市場、川西、猪鼻、山中、笹路、
　　　　　　　　　　山女原　〔合計223,700円〕

ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン
整 備 事 業

ごみ集積所の新設、修繕への助成
　新設　なし
　修繕　なし

消防機材等整備事業
消防機材等の新設、更新・修繕への助成
　新設（1区）：川西〔11,000円〕
　更新・修繕　なし

区 活 動 事 業
各区活動支援
　〔交付額9区　合計1,146,000円〕

委 員 会 の 開 催
5月16日(木) 　第1回会議　
2月23日(日)　 第2回会議

地

域

福

祉

部

会

健

康

増

進

対

策

事

業

い き い き
100 歳 体 操

週1回を基本に山内公民館和室において1時間の体操を実施。
　4月～翌年3月まで 延べ42回実施（1回当たり概ね5名参加）

交 通 脳
ト レ 教 室

6月から月1回を基本に、六友館において脳トレ講座、料理づくり、ウォーキングを
実施。
　 6月23日(日)　第1回 21名参加
　 7月28日(日)　第2回 20名参加
　 8月25日(日)　第3回 19名参加
　 9月22日(日)　第4回 21名参加
　11月24日(日)　第5回〔山内ウォーキング40名参加〕
　12月15日(日)　第6回 15名参加
　 1月19日(日)　第7回 14名参加
　 2月16日(日)　第8回 19名参加

山 内 学 区 民
ス ポ ー ツ 大 会

★山内区長会共催事業
6月2日(日)　宮の下広場において、グラウンドゴルフ大会を開催。
　　　　　　参加者131名

子どもからお年寄りまで幅広い交流が深まり、一人も怪我なく滞りなく終了。

生
き
が
い
発
揮
事
業

やまびこ文化祭

★山内区長会共催事業
文化祭事業の内容検討会議を開催。（6/24,8/19,8/28,9/25）

【文化交流イベント】（10/19前日準備）
　10月20日(日)　六友館北側駐車場において開催。

ダンス、歌・演奏、エイサー（踊り）、ニュースポーツ、餅つき大会、模擬店、
バザーなど〔約300名参加〕

【文化祭作品展示】
　10月20日(日) ～ 23日(水)　山内公民館にて自慢の作品を展示

〔出展数：248作品〕〔出展人数：約100名〕
〔展示作品鑑賞者数：102名
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部 事業名 事業実施内容

地

域

福

祉

部

会

敬 老 活 動

9月16日(月)　敬老の日を基準に75歳以上の高齢者を対象に記念品と山内限定お
買物券を配布。

　※買物券配布数：187枚、利用枚数159枚〈利用率85％〉
10月20日(日)　やまびこ文化祭に合わせ六友館ホールにおいて長寿お祝いイベン

トを開催。〔送迎付き　約70名参加〕
オカリナ、マジックショー、六友太鼓

人 権 尊 重
啓 発 活 動

★人権教育推進協議会共催事業
10月20日(日)　やまびこ文化祭に合わせ駐車場においてミニ劇の披露にて人権啓

発を推進。

高齢者見守り支援事業

7月17日(水)　高齢者見守り会議を開催し各区見守り活動の現状把握と情報共有。
（福祉推進委員、地区委員21名）

12月 7日(土)　田舎の地域づくりフォーラム（土山地域4自治振興会共催）福祉活動
事例報告「おむすびの会」が発表（山内より20名参加）

安
　
　
心
　
　
環
　
　
境
　
　
部
　
　
会

鳥 獣 害 対 策 事 業

7月22日(月)　甲賀地域獣害対策リーダー研修会（アライグマ・ハクビシン等の対
策）班員6名参加

9月29日(日)　中之組～川西地先の京大京女オリエンテーリング大会参加者への
鹿カレー〔280食〕の試食提供。

10月20日(日)　やまびこ文化祭模擬店において鹿カレー〔200食〕試食提供。
11月  3日(日)　鳥獣供養祭を圓通寺で開催。〔三役及び獣害対策班員等出席〕
1月27日(月)　豚コレラ慢延防止のための野生猪の捕獲強化及び感染確認検査説

明会〔5名参加〕
※4月～翌年3月　捕獲活動の継続的実施。

〈成果〉捕獲数 75頭（内訳： 鹿56頭、猪19頭）〔3月末現在〕

防
災
対
策
事
業

地 域 消 防 器
具 安 全 点 検

区設置の消防器具等の点検を地元第2分団の協力のもと、継続的に各区で実施。
※点検済みの消火栓ボックスには「点検済シール」を貼付するとともに、必要に

応じ、不定期的に区の判断により消火栓の点検や消火訓練を実施。

防 災 啓 発 活 動
10月20日(日)　やまびこ文化祭に合わせ、水口消防署土山分署及び第2分団の協力

のもと、駐車場においてスモーク体験や水消火器体験のコーナー
を設け、防災啓発を推進。

集 落 環 境 保 全 事 業

美しい里山整備として、黒川長竿団地集団間伐による環境整備を推進。　　　　　
　　　　　　　　　　　〔地権者数18名〕〔施業面積15.7ha〕
　 5月25日(日)　第1回現地境界立会実施。
　 6月22日(土)　第2回現地境界立会実施。
　10月26日(土)　地権者会議開催。
　　（森林施業プラン提案書、施業内容等の説明）〔13名出席〕
　※1月上旬　施業作業開始 
　   3月末現在　進捗率68％　　(6月作業完了予定)　
　 12月1日(日)　景観整備として寒所地先山手側の除草作業実施。〔7名参加〕

四
季
彩
の
郷
若
者
育
成
事
業

六 友 太 鼓 の 伝 承 太鼓バチ〔24組〕の更新支援。

山 内 っ 子
こ ど も 教 室

8月6日(火)と10日(土)　山内っ子夏休み教室開催。〔12名参加〕
　　　　　　　　六友館、旧山内小学校体育館等において学習や運動などを実施。
9月27日(金) 　土山子育て支援センターと共催し出前ひろばを開催。

                        〔38名参加〕
12月24日(月) 　山内っ子冬休み教室を開催。〔10名参加〕
　　　　　　　　六友館において学習会などを実施。
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部 事業名 事業実施内容

　
　

山 

内 

夢 

づ 

く 

り 

部 

会

ふ る さ と 資 源
活 性 化 事 業

アロニア栽培地の管理：年間を通じて草刈り、消毒、施肥、修繕等の作業を実施。
　草刈り作業　年3回実施〔6/8、8月上旬、10/19〕　延べ28名出役
　収穫作業　8月1日～ 8日 延べ12名出役 収穫量約25㎏。
　施肥作業　3月14日(土)元肥(油粕・紅くれない)、樹木剪定　10名出役
※地球温暖化の影響により収穫時期にズレが生じ、例年より収穫量が減少。
※成分分析結果（7年目を迎えたが、成分数値は安定している）
　アスコルビン酸（ビタミンC）　　9㎎ /100ｇ
　アントシアニン　　　　　　　　0.34ｇ/100ｇ
　ポルフェノール　　　　　　　　0.96ｇ/100ｇ

地

域

情

報

発

信

事

業

ホ ー ム ペ ー ジ
の 有 効 活 用

山内自治振興会のホームページを通じてリアルタイムな情報を発信するにあたり、
更新がスピーディに誰でも投稿しやすいホームページを構築。
　ホームページのリニューアル（HP制及び管理更新）
　「Office藍（代表　廣岡いずみ）」に委託業務を発注。
　・新規ホームページ　作成仕様
　　　レンタルサーバー契約代行　　　固定ページ作成
　　　Wordpressインストール　　　データ取り込み編集
　　　画像データ編集　　　　　　　　レンタルサーバー管理
　　　HP投稿更新・管理
　・工期　7/10 ～翌年3/31

会 報 誌 の 発 行

山内自治振興会活動の情報誌として年3回発行（全戸配布）
　　第23号  6月 1日発行 　 第24号  8月 1日発行　  第25号  12月25日発行
※12月の各区常会において、会報誌を活用し各地区運営委員より本年度の活動状況

について中間報告を実施。

特産品の開発事業

地域内経済の循環と山内の伝統食や地元食材を活かした特産品の知名度アップ。
・おむすびの会の活動
　　高齢者向け宅配弁当づくり、販売（4/16,6/25,9/24,11/19）
　　箱善づくりと「おもてなし」（7/30県職研修,12/24レイカディアシニア研修）
　　おはぎづくり、販売（10/20 やまびこ文化祭模擬店出店）
・たんぽぽの会の活動
　　アロニアマフィンの試作（5/30）　　　　アロニアジャムの試作（7/25）
　　アロニアマフィンづくり、販売（8/10）　どうかん団子づくり、販売（8/10）
　　みそ、アロニアジャム、こんにゃくづくり、販売（10/20 やまびこ文化祭模擬店出店）
　　みそづくり（2/11 ～ 13）
・おむすびの会・たんぽぽの会・グリーンキッチン等合同研修会の開催。(2/18）
　　「食と栄養について」 講師：甲南病院管理栄養士、看護師

事

務

局

先 進 地 視 察 研 修 事 業 新型コロナウイルスの感染拡大防止対策を受け、3月に計画していた研修を自粛。

会 議 の 開 催

・総会　平成31年・令和元年度定期総会4月25日(木)
・理事会　月1回を基本に会議開催。
　　（5/13,6/10,7/10,8/9,9/10,10/11,11/11,12/10,2/13,3/11）
・運営委員会　第1回　5月16日(木)、　第2回　12月19日(木)
・部会、班会議　随時開催。

10月30日(火)　自治振興会代表者等連絡会議。
1月14日(火)　市と自治振興会理事会との懇談会。
2月28日(木)　自治振興会と議員との意見交換会。

管 理 業 務 委 託 事 業
市の指定管理者制度に基づく「やまびこドーム管理業務」を受託。
　山内自治振興会運営協力団体の山内ゲートボール連盟により、ドーム内、外の清

掃と草刈り、及び日常管理を委託。
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第２号議案 令和元年度 一般会計歳入歳出決算総括表

款 本年度予算額 本年度決算額 増減 説　明
自治振興交付金 3,736,000 3,736,000 0 自治振興交付金
繰 越 金 634,634 634,634 0 前年度繰越金
繰 入 金 1,000 0 ▲ 1,000
委 託 金 174,000 174,000 0 やまびこドーム業務管理委託料

補 助 金 200,000 200,000 0 健康寿命を延ばそうモデル
事業補助金

雑 収 入 54,366 10,415 ▲ 43,951 研修資料代,コピー利用料 ,
預金利息

収 入 合 計 4,800,000 4,755,049 ▲ 44,951

《歳入》
款 本年度予算額 本年度決算額 増　減

事 業 交 付
金 委 員 会 1,388,000 1,391,000 3,000

事 業 部 会 1,925,000 1,755,729 ▲ 169,271

事 務 局 956,000 628,099 ▲ 327,901

委 託 料 174,000 174,000 0

繰 出 金 1,000 0 ▲ 1,000

予 備 費 356,000 0 ▲ 356,000

支 出 合 計 4,800,000 3,948,828 ▲ 851,172

《歳出》（単位：円） （単位：円）

決算　歳入合計　4,755,049 円　　歳出合計　3,948,828 円　　差引額　806,221 円
         残金 806,221 円については次年度へ繰り越すことといたします。   
  
標記のとおり令和元年度山内自治振興会会計を処理したことを報告します。
　令和２年４月１日
 山内自治振興会　会計　　中本　芳美

会計及び事業執行について、監査を行なった結果、適正に処理されていることを認めます。
　令和２年４月１日
 監事　　松　岡　繁　友

 
監事　　吉　田　権榮門

歳 入 合 計 4,755,049

内 訳
自治振興交付金 3,736,000
その他財源 1,019,049

歳 出 合 計 3,948,828

内 訳
自治振興交付金 3,408,099
その他財源 540,729

差 引 額 806,221

内 訳
自治振興交付金 327,901
その他財源 478,320

繰 越 金 806,221

《決算》 （単位：円）

第３号議案 令和元年度 地域活動促進特別会計歳入歳出決算書

款 項 目 本年度予算額 決算額 増　減 説　明
繰 入 金 繰入金 一般会計繰入金 1,000 0 ▲ 1,000
繰 越 金 繰越金 繰越金 1,728,758 1,728,758 0
寄 付 金 寄付金 有害鳥獣捕獲寄付金 578,000 567,000 ▲ 11,000 平成30年度駆除報奨金より(一部）
雑 収 入 雑収入 雑収入 242 14 ▲ 228 預金利息
収 入 合 計 2,308,000 2,295,772 ▲ 12,228

《歳入》

款 項 目 本年度予算額 決算額 増　減 説　明

地 域 活 動
促 進 費 地域活動費

交際費 23,000 22,160 ▲ 840 鳥獣供養祭経費
報償費 10,000 0 ▲ 10,000
需用費 1,000 0 ▲ 1,000

繰 出 金 一般会計繰出金 一般会計繰出金 1,000 0 ▲ 1,000
予 備 費 予備費 予備費 2,273,000 0 ▲ 2,273,000
支 出 合 計 2,308,000 22,160 ▲ 2,285,840

《歳出》

決算　歳入合計　2,295,772 円 　　歳出合計　22,160 円　　差引額　2,273,612 円 　 
　　　残金　2,273,612 円については次年度へ繰越すことといたします。

標記のとおり令和元年度山内自治振興会会計を処理したことを報告します。
　令和２年４月１日   
 
 山内自治振興会　会計　　中本　芳美  

会計及び事業執行について、監査を行った結果、
適正に処理されていることを認めます。
　 令和２年 4 月１日
 監事　　松　岡　繁　友

 監事　　吉　田　権榮門

（単位：円）

（単位：円）
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第4号議案
≪情緒豊かな四季彩の郷　やまうち≫

第４次　山内自治振興会地域振興計画（第４次マスタープラン）

１．目的
　当自治振興会では、若者の流出や出生率の低下に加え、高齢化の進行が顕著に現れてきたことや、自然
環境の異変で野鳥や野生動物の種類が増え生活環境においても被害が増えてきたことを重視し、これら課
題の解決に向け、これまで様々な活動を熱心に推進されてきました。　
　とりわけ、核家族化が浸透した今日では、若者のリターンや出生率を高めると言った取り組みは至難の
わざと言わざるを得ませんが、これまでの活動を大所高所から見ますと着実に大きな成果を生み出してい
ると言えます。
　自治振興会設立以降、10 年目を迎えた当地域の現状においては、空き家や荒廃地が増加傾向にあり、今
後において生活環境の悪化が危惧されますことから、新たな課題として、まずは学区民全ての方に問題意
識を高めていただくことが大事であると考えています。
　第 4 次計画においては、こうしたことを念頭に置き、これまでの取り組みを充実・発展させながら芯が
ぶれることなく活動し、活気と笑顔があふれる山内ならではの住み良いまちづくりを展開していくことを
目的とします。

２．第４次山内自治振興会地域振興計画の概要
　第 1 次～第 3 次の自治振興会地域振興計画に基づく活動の成果を尊重しつつ、「結」の精神と問題意識を
もって、自分達の「山内」は学区民とともに守り続けるという強い志を込めた 3 ｹ年計画とします。

【計画の期間】　令和 2 年度～令和 4 年度（3 ｹ年）
1．第 4 次山内自治振興会地域振興計画の取り組み課題
　(1) 少子高齢化
　(2) 鳥獣害対策
　(3) 集落機能の維持と集落環境の保全

2．地域づくりの方向
　(1) 誰もが生きがいをもって元気に活躍でき、暮らしに幸せが感じられる地域づくり　
　(2) 誰もが年を追い人口減少が加速度的に進行していくことを再認識し、互いに助け合い支え合える地域

づくり　　　　　　　　　　　
　(3) 自然との共生社会の中で、美しい環境を守り暮らしやすい生活環境を育む地域づくり
　(4) 伝統文化を守り「ふるさと山内」の誇りと魅力を次世代へと継いでいく地域づくり
　(5) 豊富な自然環境の中で、地の利と創造をマッチングした山内ならではの地域づくり
　(6) 情報化社会における学区民との情報の共有と、地域外交流の拡大を視野に入れた情報ネットワークを

活用した地域づくり　　　　　　　　

3．事業実施に向けた基本方針
　(1) 学区民の健康増進と一人ひとりの生きがいが発揮できる機会を設け、心身ともに豊かさを感じる取り

組みを推進する。
　(2) 人権を尊重し、「結」の精神のもと、思いやりのある取り組みを推進する。
　(3) 心豊かに、安心して安全に暮らすことができる住み心地のよい環境づくりの取り組みを推進する。
　(4) 伝統文化への関心度を高め、学区民の宝、地域の宝を後世へ伝える取り組みを推進する。
　(5) 地元食材や伝統食、特産品等の価値感を高め、地域内経済を活性化させる取り組みを推進する。
　(6) 学区民との一体感を醸成し、山内の魅力を心をこめて発信する取り組みを推進する。
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山内自治振興会　計画体系表（令和２年度～令和４年度）

部会 事業名 細目事業名 地域づくりの方向 基本方針 実施
形態

実施年度
２ ３ ４

地

域

福

祉

部

会

健 康 増 進
対 策 事 業

い き い き 100 歳 体 操
・誰もが生きがいをもって
元気に活躍でき、暮らしに
幸せが感じられる地域づく
り

・学区民の健康増進と一人
ひとりの生きがいが発揮で
きる機会を設け、心身とも
に豊かさを感じる取り組み
を推進する。

主催 〇 〇 〇

交 通 脳 ト レ
ウ ォ ー キ ン グ 主催 〇 〇 〇

山 内 学 区 民
ス ポ ー ツ 大 会 共催 〇 〇 〇

人 生 1 0 0 年
元 気 の つ ど い 共催 〇 〇 〇

生 き が い
発 揮 事 業

や ま び こ 文 化 祭 ・誰もが生きがいをもって
元気に活躍でき、暮らしに
幸せが感じられる地域づく
り

・学区民の健康増進と一人
ひとりの生きがいが発揮で
きる機会を設け、心身とも
に豊かさを感じる取り組み
を推進する。

共催 〇 〇 〇

敬 老 活 動 主催 〇 〇 〇

人 権 尊 重 啓 発 活 動 共催 〇 〇 〇

高 齢 者
見 守 り
支 援 事 業

高 齢 者 支 援 活 動

・誰もが年を追い人口減少が
加速度的に進行していくこ
とを再認識し、互いに助け
合い支え合える地域づくり

・人権を尊重し、「結」の精
神のもと、思いやりのある
取り組みを推進する。

主催 〇 〇 〇

安
心
環
境
部
会

鳥 獣 害
対 策 事 業

鹿 猪 等 の 獣 害 駆 除
及 び ジ ビ エ 料 理 活 動

・自然との共生社会の中で、
美しい環境を守り暮らしや
すい生活環境を育む地域づ
くり

・心豊かに、安心して安全
に暮らすことができる住み
心地のよい環境づくりの取
り組みを推進する。

主催 〇 〇 〇

防 災
対 策 事 業

地 域 消 防 器 具
安 全 点 検 の 推 進 主催 〇 〇 〇

防 災 啓 発 活 動 主催 〇 〇 〇

集 落 環 境
保 全 事 業 美 し い 里 山 整 備 主催 〇 〇 〇

山

内

夢

づ

く

り

部

会

四 季 彩 の
郷　 若 者
育 成 事 業

六 友 太 鼓 の 伝 承 ・伝統文化を守り「ふるさ
と山内」の誇りと魅力を次
世代へと継いでいく地域づ
くり

・伝統文化への関心度を高
め、学区民の宝、地域の宝
を後世へ伝える取り組みを
推進する。

共催 〇 〇 〇

山 内 っ 子 こ ど も 教 室 共催 〇 〇 〇

山 内 ふ る さ と 物 語 共催 〇 〇 〇

ふ る さ と
資 源 活 性
化 事 業

ア ロ ニ ア の 知 名 度
向 上 及 び 販 売 促 進

・豊富な自然環境の中で、
地の利と創造をマッチング
した山内ならではの地域づ
くり

・地元食材や伝統食、特産
品等の価値感を高め、地域
内経済を活性化させる取り
組みを推進する。

主催 〇 〇 〇

地 域 情 報
発 信 事 業

ホ ー ム ペ ー ジ
の 有 効 活 用

・情報化社会における学区
民との情報の共有と、地域
外交流の拡大を視野に入れ
た情報ネットワークを活用
した地域づくり

・学区民との一体感を醸成
し、山内の魅力を心をこめ
て発信する取り組みを推進
する。

主催 〇 〇 〇

会 報 誌 の 発 行

地 域 内
経 済 活 性
化 事 業

山 内 な ら で は の
地 域 づ く り

・豊富な自然環境の中で、
地の利と創造をマッチング
した山内ならではの地域づ
くり

・地元食材や伝統食、特産
品等の価値感を高め、地域
内経済を活性化させる取り
組みを推進する。

共催 〇 〇 〇

事
業
交
付
金
委
員
会

交 付 金 の
適 正 な
運 用 事 業

交 付 金 等 の 配 分

・自然との共生社会の中で、
美しい環境を守り暮らしや
すい生活環境を育む地域づ
くり

・心豊かに、安心して安全
に暮らすことができる住み
心地のよい環境づくりの取
り組みを推進する。

主催 〇 〇 〇

事
務
局

管 理 業 務
委 託 事 業

や ま び こ ド ー ム
管 理 業 務 委 託 － － － － － －
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第5号議案 令和２年度　事業計画
部 事業名 事業実施内容

事
業
交
付
金
委
員
会

防 犯 灯 整 備 事 業 各区防犯灯の新設（1 区）、更新（9 区）

ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン 整 備 事 業 各区ごみ集積所の新設、修繕

消 防 機 材 等 整 備 事 業 消防機材等の更新（1 区）

区 活 動 事 業 各区活動支援

地
域
福
祉
部
会

健康増進
対策事業

いきいき 100 歳体操 いきいき 100 歳体操の継続実施

交 通 脳 ト レ
ウ ォ ー キ ン グ 「頭と体をきたえて交通安全」

山内学区民スポーツ大会 グラウンドゴルフ大会（山内区長会共催）

人生100年元気のつどい 高齢者の集い

生きがい
発揮事業

や ま び こ 文 化 祭 作品展示、文化交流イベント（山内区長会共催）

敬 老 活 動 記念品の配布、文化祭会場への送迎

人 権 尊 重 啓 発 活 動 啓発資材の配布等（人権教育推進協議会共催）

高 齢 者 見 守 り 支 援 事 業 全区民に対する見守りの普及啓発、見守り会議
（各区ごとに高齢者見守り活動を実施）

安
心
環
境
部
会

鳥 獣 害 対 策 事 業 ドロップネット・囲い罠による捕獲及び維持管理
文化祭等でジビエ料理の試食提供

防災対策
事業

地域消防器具安全点検 各区ごとに消防器具の点検活動及び計画的に消防訓練を実施

防 災 啓 発 活 動 防災研修会等の開催

集 落 環 境 保 全 事 業 里山の集団間伐による環境整備事業の実施及び除草作業

山

内

夢

づ

く

り

部

会

四季彩の
郷若者育
成事業

六 友 太 鼓 の 伝 承 六友太鼓の後継者の育成活動

山内っ子こども教室 夏休み・冬休み教室
こども（幼児等）ふれあいサロン（共催事業）

山 内 ふ る さ と 物 語 紙芝居による「ふるさと」伝承

ふ る さ と 資 源 活 性 化 事 業 アロニアの知名度向上及び販売促進

地域情報
発信事業

ホームページの有効活用 ホームページの管理・更新等業務

会 報 誌 の 発 行 年３回発行（全戸配布）

地 域 内 経 済 活 性 化 事 業 地元食材やアロニア等を活かした活動により持続可能な地域内循環の向
上と活動団体相互の相乗効果

先 進 地 視 察 研 修 事 業 情報収集及び研究素材の把握など

事

務

局

会 議 の 開 催 総会　理事会　運営委員会　

各部会、委員会との連絡調整 各部会、事業交付金委員会との連絡調整

各 種 団 体 と の 連 絡 調 整 山内学区各種団体との連絡調整

管 理 業 務 委 託 事 業 やまびこドーム管理業務の委託
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第６号議案 令和２年度　一般会計歳入歳出予算書総括表

款 本年度予算額 前年度予算額 比較増減
自治振興交付金 3,725,000 3,736,000 ▲ 11,000 
繰 越 金 806,221 634,634 171,587
繰 入 金 1,000 1,000 0
委 託 金 174,000 174,000 0
補 助 金 0 200,000 ▲ 200,000
雑 収 入 13,779 54,366 ▲ 40,587
収 入 合 計 4,720,000 4,800,000 ▲ 80,000

《歳入》
款 本年度予算額 前年度予算額 増　減

事業交付金委員会 1,415,000 1,388,000 27,000
事 業 部 会 1,920,000 1,925,000 ▲ 5,000
事 務 局 956,000 956,000 0
委 託 料 174,000 174,000 0
繰 出 金 1,000 1,000 0
予 備 費 254,000 356,000 ▲ 102,000
支 出 合 計 4,720,000 4,800,000 ▲ 80,000

《歳出》（単位：円） （単位：円）

令和 2 年度　一般会計歳入歳出予算書

款 項 目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 説　　明

自治振興交付金
3,725,000

基礎交付金
436,000

敬 老 事 業 289,500 283,500 6,000
防 犯 事 業 74,000 74,000 0
ゴ ミ ス テ ー シ ョ ン 事 業 72,500 79,500 ▲ 7,000消 防 機 材 事 業

事業加算金 1,183,000 事 業 加 算 金 1,183,000 1,197,000 ▲ 14,000
区活動交付金 1,150,000 区 活 動 交 付 金 1,150,000 1,146,000 4,000
事務加算金 956,000 事 務 加 算 金 956,000 956,000 0

繰 越 金 繰越金 繰 越 金 806,221 634,634 171,587 前年度繰越金
繰 入 金 特別会計繰入金 特 別 会 計 繰 入 金 1,000 1,000 0 特別会計繰入金
委 託 金 委託金 管 理 業 務 委 託 料 174,000 174,000 0 やまびこドーム業務管理委託料

補 助 金 補助金 健康寿命を延ばそうモデル
事 業 補 助 金 0 200,000 ▲ 200,000

雑 収 入 雑収入 雑 収 入 13,779 54,366 ▲ 40,587 コピー機使用料・預金利息等
収 入 合 計 4,720,000 4,800,000 ▲ 80,000

《歳入》 （単位：円）

款 項 目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 説　　明

事 業 交 付 金
委 員 会

1,415,000

基礎交付金　交付事業
265,000

防 犯 灯 整 備 事 業 246,000 232,000 14,000 防犯灯新設、更新
ゴミステーション整備事業 1,000 1,000 0 ゴミステーション新設、修繕
消防機材等整備事業 18,000 9,000 9,000 消防機材等の新設、更新

区活動交付金　交付事業
1,150,000

区 活 動 事 業 1,150,000 1,146,000 4,000 各区長へ配布

事 業 部 会
1,920,000

地域福祉部会
725,000

健 康 増 進 対 策 事 業 120,000 100,000 20,000
いきいき 100 歳体操
交通脳トレウォーキング
山内学区民スポーツ大会
人生 100 年元気のつどい

生 き が い 発 揮 事 業 540,000 540,000 0
やまびこ文化祭
敬老活動
人権尊重啓発活動

高齢者見守り支援事業 65,000 50,000 15,000 各区ごとの見守り活動費
（各区 7,000 円を限度額）

安心環境部会
475,000

鳥 獣 害 対 策 事 業 430,000 430,000 0 鹿、猪の駆除、ジビエ料理活動

防 災 対 策 事 業 25,000 25,000 0 各区消防器具の点検活動等
防災研修会等の開催

集 落 環 境 保 全 事 業 20,000 20,000 0 里山の集団間伐による環境整備
除草作業

山内夢づくり部会
720,000

四季彩の郷若者育成事業 70,000 50,000 20,000
六友太鼓の伝承
子ども勉強会及び就学前ふれあいサロン
紙芝居による「ふるさと」伝承

ふるさと資源活性化事業 160,000 160,000 0 アロニア栽培、成分分析、商品販売

地 域 情 報 発 信 事 業 240,000 410,000 ▲ 170,000 ホームページの管理・更新業務委託
会報誌発行　年 3 回

地域内経済活性化事業 150,000 90,000 60,000 山内ならではの地域づくり
先進地視察研修事業 100,000 50,000 50,000 情報収集・研究

事 務 局
共通経費
956,000

賃 金 350,000 410,000 ▲ 60,000 事務員賃金等
報 償 費 10,000 20,000 ▲ 10,000 講師謝礼
旅 費 10,000 10,000 0 交通費
交 際 費 10,000 20,000 ▲ 10,000
需 用 費 185,000 160,000 25,000 事務消耗品、修繕料等
役 務 費 80,000 80,000 0 電話・インターネット等の維持費・郵送料
使 用 料 及 び 賃 借 料 90,000 90,000 0 複合機更新、パソコンのリース代
振 込 み 手 数 料 10,000 6,000 4,000
総 会 会 議 費 36,000 35,000 1,000 印刷、通信費等
備 品 購 入 費 100,000 50,000 50,000 スタッフ用ジャンパー
役 員 報 酬 75,000 75,000 0 理事会役員の役員報酬

委 託 料 管理業務委託事業 やまびこドーム管理業務委託事業 174,000 174,000 0 山内ゲートボール連盟へ委託
繰 出 金 特別会計繰出金 特 別 会 計 繰 出 金 1,000 1,000 0
予 備 費 予備費 予 備 費 254,000 356,000 ▲ 102,000
支 出 合 計 4,720,000 4,800,000 ▲ 80,000

《歳出》 （単位：円）
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第７号議案 令和２年度　地域活動促進特別会計歳入歳出予算書

款 項 目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 説　明
繰 入 金 繰入金 一般会計繰入金 1,000 1,000 0
繰 越 金 繰越金 繰越金 2,273,612 1,728,758 544,854
寄 付 金 寄付金 有害鳥獣捕獲寄付金 340,000 578,000 ▲ 238,000 令和元年度駆除報奨金より
雑 収 入 雑収入 雑収入 388 242 146 預金利息等
収 入 合 計 2,615,000 2,308,000 307,000

《歳入》

款 項 目 本年度予算額 前年度予算額 増　減 説　明

地 域 活 動
促 進 費 地域活動費

交際費 23,000 23,000 0 鳥獣供養祭
報償費 10,000 10,000 0
需用費 1,000 1,000 0

繰 出 金 一般会計繰出金 一般会計繰出金 1,000 1,000 0
予 備 費 予備費 予備費 2,580,000 2,273,000 307,000
支 出 合 計 2,615,000 2,308,000 307,000

《歳出》

（単位：円）

（単位：円）

役　　職 氏　　名 役　　職 氏　　名

会 長 岡　田　治　美 事 務 局 長 青　木　　　博
（規約第７条第４項の規定による指名承認）

副 会 長 青　木　　　博 会 計 中　本　芳　美

副 会 長 土　山　照　美 監 事 松　岡　繁　友

副 会 長
（山内学区区長会長）

小　林　政　春（山内学区区長会長）
（規約第７条第３項の規定による選任） 監 事 吉　田　権榮門

任期/令和2年4月24日～令和3年4月25日（総会まで）

令和２年度 事業別班編成

快晴やまうち Vol.26
発　行 ： 山内自治振興会        　    編　集 ： 山内夢づくり部会

2020（令和２）年6月1日

TEL・FAX 　0748 － 70 － 2322
E-mail　yamauchi11@ac-koka.jp

地域福祉部会

安心環境部会

山内夢づくり部会

健康増進
対策事業

い き い き100歳 体 操
　班長

仲野　崇宏交通脳トレウォーキング
山内学区民スポーツ大会

生きがい
発揮事業

や ま び こ 文 化 祭
　班長

平子　明美敬 老 活 動
人 権 尊 重 啓 発 活 動

高 齢 者 見 守 り 支 援 事 業 　班長
丸田香寿美

鳥 獣 害 対 策 事 業 　班長
馬場　重夫

防災対策
事 業

地 域 消 防 器 具
安 全 点 検 推 進 　班長

村木　俊文
防 災 啓 発 活 動

集 落 環 境 保 全 事 業 　班長
小林　磯之

四季彩の
郷若者育
成 事 業

六 友 太 鼓 の 伝 承
　班長

前川　　輝山 内 っ 子 こ ど も 教 室

ふ る さ と 資 源 活 性 化 事 業 　班長
土山　春男

地域情報
発信事業

ホームページ有効活用 　班長
松岡　寅雄会 報 誌 の 発 行

地 域 内 経 済 活 性 化 事 業 理事会
先 進 地 視 察 研 修 事 業 理事会

部長 竜王　真紀　副部長 平子　明美

部長 片岡　久伸　副部長 儀賀　寿春

部長 松岡　寅雄　副部長 森　　繁樹

役　員


